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＜連絡事項＞

· 院内研修が、千葉記念講堂で９月１日、２日、５日　各１７：３０～開催される。内容は防災に関するビデオ学習会です。参加可能な日に参加すること。

· 9月の小坂先生の勉強会日程表が、庶務の前に掲示してあるので各自確認して参加すること。

＜外来より情報提供＞

· 佐藤　朗子様～三川神経科内科クリニックから当院へ主治医変更希望あり。安ヶ平先生の診察希望
されており、本日患者票・紹介状持参し受診されている。今週火曜日に三川神経科内科クリニックより2週間分の定期薬処方されているため、次回受診は定期薬がなくなる前に来られる事と説明している。
＜就労前準備段階プログラム・報告＞

○田名部　一樹様　（28）　統合失調症

	
	スタッフ評価
	

	身だしなみについて


	SJP当初は、作業着や、くたくたになったTシャツを着用していたが、徐々に改善。しかしSJP内のみに留まっている。頭髪についてはフケが見られ指的するが「フケ症だから入浴しても出てくる。」とのこと。
	

	生活リズムについて


	デイケアへの通所時間は9：20分には来所されているが、他のプログラムでは時間にルーズである。SJPでは開始前ギリギリに入室されたり、外来で遅れる事をスタッフへ伝えずに遅刻されることがあった。
	

	社会資源の活用について
	日常生活を送るうえで資源の活用には問題はない。未知の路線や資源にも対応できる。能力はもっていると思われる。
	

	健康の管理について
	病気についての理解があり「薬を飲まないと体調を崩すから」と話され服薬をきちんと行っている。しかし「下剤を飲んでいる為便を我慢できるか不安だ」と過度に気にされ、何事に対しても上記のことを理由とし、消極的に取り組まれる。
	

	対人関係について
	話し掛けられれば話す事が可能であるが、敬語を上手く使えない。また正式な場でも、姿勢を正す事ができず、自分の姿勢認知が必要である。

	基礎能力、その他について
	清）全体的にこれからも訓練が必要と思われる。

	挨拶等、基本的対人技能
	ある程度の挨拶、基本的対人技能はできているが、言葉づかい等に助言が必要。

	ルールの遵守について
	スタッフの介入にて守られているが、自分で「このくらいは言わなくてもいいだろう」と勝手に判断されることがある。

	指示の受容について
	指示を拒否することはないが、時折「調べる方法がなかった。」「お腹がいたかった」等の言い訳をしてしまう。

	障害の開示・非開示について
	就労する場合は「開示」で行くとのこと。開示でのメリットをある程度理解され、「ジョブコーチを利用して見たい」と話される。

また就職先で暴力を振われないかとの不安を話されている。


SJPのプログラムを通して、服装、挨拶、時間、ルールに対してある程度良い変化がみられるが、デイケア内での変化には至っていない。SJPでは話し会い、勉強会では消極的であったが、実際に職場の方からの話を聞く際は、目的意識をもち積極的に参加される。個人ノートは、具体的に作成できないことがあった為、スタッフの介入を要していた。今後は、職親の導入に関してのケアを行っていく。

○関　秀治様　（28）　統合失調症

	
	スタッフ評価
	

	身だしなみについて


	不潔さは感じられないが、ベストや作業着などの服装が多く、年齢、時、場に応じた服装の指導が必要。SJP内はスタッフの助言を素直に受け入れ、シャツやジーパンを穿くなど意識した服装ができていた。
	

	生活リズムについて
	生活リズムは確立され、時間をしっかりと守ることが出来ている。SJPに外来で遅れる場合の連絡も欠かさずに行っている。
	

	社会資源の活用について
	日常生活を送るうえで資源の活用には問題はない。未知の路線や資源にも対応できる能力はもっていると思われる。また分からないことは他人へも聞くことができると思われる。
	

	健康の管理について


	障害については理解され、服薬も欠かさず出来ている。また体力作りにも努め、健康面を意識した生活を送っている。しかし障害について一人で考え込んでしまう事があり、相談できる場が必要。
	

	対人関係について
	話し掛けられれば話す事が可能である。しかし初対面の方や、大勢の前で話す際に極度の緊張が見られる。SJPのプログラムで多少改善されたが、今後も訓練が必要である。
	

	挨拶等、基本的対人技能について
	挨拶や基本的動作は丁寧におこなうことができる。

	ルールの遵守について
	決められたルールをしっかりと守ることが出来ている。

	指示の受容について
	指示を受け素直に受け入れる事ができる。

	障害の開示・非開示について
	障害の開示・非開示のメリット、デメリットをある程度理解され、「地元であれば非開示・八戸であれば開示」と話される。


挨拶、服装、時間、ル―ル等の基本的マナーは出来ている。また作業でもある程度決まった内容であれば繰り返し行なう事ができると思われる。しかし対人関係が苦手な為、自分の意見を伝える事や、対人関係がストレスにならないように訓練していくことが重要である。

＜添付資料：青山荘定例会議報告＞

· 村田　昭一様～グループホーム入居の準備が出来たとのこと。来週中にケア会議実施し、ケアプラ

ンを顧問医に提出する。許可が出ればグループホーム入居となる予定。

· 中居　松男様～「青山荘を退所後、一人暮らしになったら携帯を使いたい。今のうちに購入して練

　　習したい」と話される。小遣いの使いすぎが見られており、1ヶ月の収支をつけているが、最近では外出を控えるなどされており、小遣いは予算内で収まっている。

· 関　秀治様～日記に「寒くなってきたら風邪に気をつけなければいけない」と書いている。最近困

っていることについてスタッフが尋ねると「風呂の使い方が分からない」と話されている。本人様に確認し、使用方法について再度指導するなど行うこととしている。

· 田名部　一樹様～「職親を利用してみたいがトイレが気になる」とのことで職親期間中、下剤を服

用していない。その期間は便通の訴え見られていない。現在は、下剤の調整をし、アローゼン2錠を１錠にし漢方薬を服用している。8月30日スタッフよりパセリー菜社長に、本人の現状について話し、服薬調整中である為2～3週間様子を見たいこと話している。

· 大久保　康弘様～先週、自分で書いた詩をスタッフの机の上に置いていたが、今週もスタッフの所

に持ってきている。生活面では特に問題は見られていない。9月10日自主活動にてバイキング亭に行くため、話し合いを行っているが、その際の書記の役割を本人一人で行なっていること見られている。役割を一人で担い、夜間の睡眠を割く事も考えられるので、睡眠状況について注意してみていくこととしている。

· 田澤　敏勝様～家からスーツを持ってくるが、「状態が悪く、直しに出したら25000円かかった」　

　と話されている。お金を使いすぎたため、「しばらくはコーヒーだけ飲んで節約します」と話されている。

· 巴　勇樹様～自宅からデイケアに来所しているが、問題なく通所されており、「もう大丈夫」と話

　　　　　されている。両親から「服装について指導してほしい」と要望があり、今後、本人様と話し合って行っていく。年金や手帳の手続きをご両親にお願いしていたが、まだ役所に行っておられないとのこと。スタッフより助言しながら進めていく予定。

· 番沢　政勝様～元気なく、「やる気がない。鬱だ」「肺癌だから俺はもう駄目だ。」と話されて

いる。料理教室ではレトルト食品が多く見られるようになっている。「飽きたからデイケアを休みたい」との話聞かれ、スタッフより通所の必要性について本人に説明したところ、「先生からも行った方がいいって言われた」と話し、通所される。

· 関口　禅様～肩の痛みの訴えが再燃しており、スタッフより五十肩体操を再度指導している。毎日　

自ら行っておられる。来月、八戸赤十字病院にて胃の受診予定。

· 清水　泰雅様～8月29日、自宅から青山荘までバスを利用して帰荘されている。六日町まで母様

　　　　　　　　同行し、六日町からは一人でバスを利用して帰荘されている。「町にあまり行った事なく、バス停の名前が分からない」と話されている。一人でバスを利用して来院することが可能かどうか本人に確認すると、「3回くらい練習すれば大丈夫だ」と話されている。日中の眠気強いと訴えられ、レボトミン、リントン減薬となっている。変薬後、「朝、少し良い」と話されている。

· 平　康子様～年金の現況届を市役所に提出し遅れ、年金が止まるのではないかと心配しているとの

こと。最近、ウォーキング疲れの訴え聞かれている。

· 袴田　淑子様～お菓子を朝食代わりにする事あり。1週間に1回朝食の確認をしている。5日間入

　　　　　浴しておらず「2日後くらいに入る」と話されている。部屋は外泊時持ってきたという衣類が散かっており「押入れに入れるところがない」と話されるも、スタッフが確認すると押入れには衣類を収納できるスペースがある。一緒に片付けていく予定。

